


平成最後の合同新年互礼会を

激変に
Lー

話

業」
ラスチック工業組合と金型工業組合は 1月25日、岐阜グランドホテルで合同事業『新春

講演会』と『新年互礼会』を開催した。新年は 5月の新元号を前にして平成最後の合

となり、参加者は例年になく緊張し、混沌とする世界景気の激変に備えて話し合った。

互礼会に先立ち開かれた講演会は、品質管理の2018年度デミング賞本賞に輝いた日立オー

トモティブシステムズ（株）取締役会議長の大沼邦彦さんを招いて『自動車新時代の到来と企業

の対応』を聞いた。続く互礼会はパーティー会場へ移り、来賓を交えて交流懇親を深めた。

変革期こそチャンスに
新春講演会の大沼邦彦講師 i 

合同事業は田中肇プラスチック工業組合副理

事長が「世界最高にランクされるデミング賞本

賞を受賞した日立オートモティブシステムズ（株）

の大沼邦彦さんをお招きした」と司会する新春

講演会で始まった。（講演要旨は 5~7頁）

講師に招いた大沼邦彦さんは日立オートモテ

ィブシステムズ（樹の経営・設計技術・管理者と

して先端技術を探求し、製品の信頼性を合めた

品質向上に貢献した人。

講演では自動車産業の

潮流・沿革から電動化や［

自動化の次世代車にいた

る見通しを話した。

成形加工に関連する軽

量化では「構造材は鉄鋼

主体からアルミニウムや

マグネシウムヘ移り代わ

り、機能性樹脂や複合材

料は軽量化に欠かせない

素材である」さらに、

中小企業経営者の取り組みでは「産業の潮流

変化により、既存産業がピークアウトする前に

新たな事業環境のニーズを先読みし、変革期を

チャンスにする付加価値の創出を目指してほし

い」と呼びかけた。

ロオ料価格の上昇に警戒
児玉プラスチック工業組合理事長

互礼会はパーティー会場へ移り、児玉栄ープ

ラスチック工業組合理事長があいさつした。

「エ業組合は創立50周年を迎え、昨年 5月に

「プラスチック関連材料は軽量化に欠かせない」と話す大沼講師
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記念式典を行いました。ご出席していただいた

ご来賓始め関係機関・団体のご支援とご努力に

お礼をもうしあげます」と感謝の意を示した後、

内外の経済情勢について、

「新年の世界情勢に米中貿易摩擦が大きく取

り上げられているが、どこかで手打ちがあるだ

ろうと思います。むしろ英国の EU離脱の方が

先行き不安に思う。このまま離脱が決まれば英

国の GDPは10％も落ち込む大きな影響があ

り、先行きを注日したい。国内産業の動きでは

各種原材料価格の上昇があり、プラスチック原

材料も値上がりした。材料費のウエートが大き

いものづくり成形加工業界では、厳しい環境が

続くと思う。この現象が一過性で終われば良い

のですが、消費増税と合わせて不安です。講演

会で大沼講師の車産業の変遷を聞き、企業は常

に付加価値の高い製品づくりと、品質向上に取

り組む大切さを再認識しました」さらに、

新年度もloT研修会を進めたい

「組合事業では停滞していた射出成形の技能

検定合格者が、全国を大きく上回る好成績を得

るようになり、産業技術センターを始めとする

スタッフと受検者の努力が実ったものと誇りに

あ
い
さ
つ
す
る
児
玉
理
事
長

思っております。昨年末、日進工業（桐のIoT活

用の工場視察に続く IoT/IT研修会開催で、ソ

フトピアジャパン関係者の協力を得ました。組

合は今後もこうしたIoT関連研修事業を進め、

生産現場のデジタル改革に備えていきたい」と

新年の抱負を話した。

成果上々金型コンテスト

黒田金型工業組合理事長あいさつ

次は黒田隆金型工業組合理事長のあいさつ。

「金型業界は 3年前から二つの事業を行い成

果を上げてきました。一つは県内工業高校生を

対象にした金型製作コンテストです。金型の仕

組みとものづくりの尊さを知ってもらうのが目

標で、さらに金型製作のテーマを社会で役立つ

製品とし、完成後は地域で活用してもらうこと

を考えています。コンテ

ストの成果では、参加が

縁となり 20数人に入社し

てもらった。もう一つは

韓国工業大学と協定を結

び卒業生に組合員企業へ

入社してもらった。ここ

3年間に 9人が入社し、

人材確保に役立っていま

す。新組合事業では IoT

や IT研修に取り組む計画

でいます」と話した。各関係機関から来賓を招いて開いた新年互礼会のパーティー会場
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来賓代表のメッセージ
新年互礼会は両組合関係の来賓を招

き、激励のメッセージをもらった。

県人材確保センターを活用して一／

増田雅彦岐阜県商工労働部次長 「最近の岐

阜県経済の動向は、全体的には回復基調にあり

ます。直近の有効求人状況は2.3倍となり、 6

か月連続で 2倍を超えています。その半面、県

内企業の人手不足状況は深刻さを増しており、

大きな経営課題です。県としての対策は、企業

の人材確保・人材育成を総合的に解決するため

中小企業人材確保センターを設置しています。

とくに企業の中核人材を確保し、企業へのマッ

チング支援に力を入れております。個々の企業

には、人材採用力向上を目指したコンサルティ

ング指導など、選ばれる職場づくりへの支援活

動をしているので、活用してもらいたい」。

学生に3D加工も教えています

山下実岐阜大学次世代金型技術研究センター

長 「岐阜大学の機械工学部と金型技術研究セ

ンターを担当し、学生と大学院生を企業へ送り

出しております。これまでの生産技術や製品開

増
田
商
工
次
長
の
激
励
あ
い
さ
つ

発の実践教育に加えて、 3D加工分野にも取り

組み、企業のニーズに応えております。最近は

企業の協力を得て、学生が出向いて研究課題を

解決する学外活動も行い、実践に役立つように

教育効果を高めているので期待してほしい」。

6月に関市に新研究所オープン

横山久範岐阜県産業技術センター所長 「新

元号が始まる新年、県ではかねて関市に建設中

の新工業技術研究所が完成します。これまでの

産業技術センター、情報技術研究所、工業技術

研究所の 3研究機閑を統合一体化し、ものづく

り技術の総合研究開発・技術支援の拠点にして

いく方針です。新施設の完成を待って順次移転

し、新年度の 6月スタートを目指すので来所し

てほしい」。 (ll頁に写真と記事）

「県の3研究所は統合し、 6月に新施設でスタートします」と横山所長があいさつして乾杯
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『自動車新時代の到来と企業の対応』

開花する電動化や自動化の将来像示す

樹脂関連の素材は軽量化に欠かせな；；；；；斗の講演要旨J
生え抜きのエンジニア鬱経営者

新春講演会はデミング賞本賞に輝いた日立オ

ートモティブシステムズ（株）取締役会議長の

大沼邦彦さんを講師に招いて『自動車新時代の

到来と企業の対応』をテーマに話を聞いた。講

師は昭和41年 (1971) に（株）日立製作所へ入

社し、日立一筋、生え抜きのエンジニアであり

経営者である。この間、設計技術・管理者とし

て先端技術を探求して品質向上に努め、また経

営者として品質管理の普及•発展と人材育成に

貢献され、デミング賞本賞に輝いた。

大沼さんは「私は岐阜と地形がよく似ている

茨城出身。柿が好物なことから柿の産地・岐阜

に親しみを感じている…」と自己紹介の後①自

動車の潮流②次世代車を支える技術③日立グル

ープの取り組み④次世代車に向けた企業の対応

⑤企業に求められる取り組みーなど、電動化や

自動化に立ち向かう自動車産

へと進化を加速している。

とくに環境面では次世代自動車の必要性が高

まり、ガソリン・ジーゼルエンジンから代替燃

料車や電気自動車、燃料電池車へと多様な次世

代自動車ヘシフトしている。経産省では2030年

には 50％から 70％が電動車両、 2050年にはす

べて電動車両 （国内で500万台）になると予測

している。環境規制強化でハイブリット車や電

動車市場が急速に拡大し、 2020年を過ぎると本

格的な成長期に入る。しかし一度に切り代わる

のではなく内燃機関は引き続いて残る見通し。

完全自動運転は2025年が目標

〇…これからの車づくりは、社会ニーズを実

現する新技術の導入に併せ、魅力的な車を提供

するための競争力が必要になってくる。したが

って今後の自動車の形は、つながる、自動化、

利活用、電動化が潮流となり、自動車産業の構

~ = I 1-9.CASE：自動運転
業の将来像を、時系列的に画

HITACHI 
lnspire the Na! 

像を交えて解説した。

30年後はすべてが

電動車両に代わる

〇…最初に自動車の沿革を

たどると、蒸気自動車が誕生

して 250年、ガソリン車の大

衆化から 110年の歴史をもっ

自動車産業は、今日 100年に

一度といわれるパラダイムシ

フトに直面し、次世代自動車
語、遅転支援技術自動連転鼓術の進化と普及＿国土交通省より当社作成

<>Hi姐曲知t叩屈Sy函 ms,Ltd2019 AlInghtsr毎噴d 16 
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造に大きな変化をもたらすだろう。

今日の自動運転レベルは、特定条件化での自

動運転機能が付いたレベル 2段階で、 2020年に

は高速道などで、手放し運転ができる条件付き

自動運転のレベル 3へと進むだろう。

特定条件下で完全自動運転が実現するのは、

レベル 4の2025年が目途。レベル 5はドライバ

ー不要の完全自動運転が実現する年であるが、

関連施設の間題もあって予測はできない。 化に伴うエレクトロニクス化は著しく進展し、

こうした自動運転技術の進展は、交通事故の 自動車部品構成における電子部品やソフトウェ

講
演
す
る
大
沼
邦
彦
講
師

撲滅や運転負荷の解消など、社会的問題の解決 アの比率は拡大する。エンジンシステムでは、

にも寄与することになる。 エネルギー損失を低減する技術（現在の効率は

ピラミッド型構造は様変りした

〇…自動車産業は本来、部品・材料メーカー

から金融・物流、さらにはサービス産業まで裾

野は広く、ピラミッド型構造で構成される。こ

れが次世代自動車への移行に伴い、従来のピラ

ミッド型から異業種連携型へと変化し、どこか

らでもつながるシームレスな戦略的連携が加速

するので、事業階層は様変わりしてくる。

次世代車を支える技術を個々にみると。まず

電子制御・ソフトは、自動車の高機能・高性能

30%）で一層、効率化が追求されるだろう。

自動車構造材は多様化してきた

5-4.CASEの時代を見握えた新ニーズの先取り

／11|1|11丑生年…心ら冠和ュ1|||||1↑””、i扇11”戸；；韮―|三

0・・・電動化の要素はモーター、 インバーター、

リチウムイオン電池の 3基幹部品を連動制御し

て最適なシステムが完成する。自動車構造材は

鉄鋼主体からアルミニウムやマグネシウム、さ

らに樹脂系複合材などの軽量化素材を用いで燃

費を改善、使用量は増加、樹種も多様化してく

る。これに 3Dプリンタ部品製造も加わる。

インフラ面を見ると、電気自動車は充電だけ

ではなく、非常用蓄電池とし
HITACHI 
1nspiretheNe`  て給電すれば効率よくエネル

ギー活用ができ、インフラ施

設として組み込める。

①小型ポタブル充電器恕彰荀℃電器(200V)が普及
②使用済み電池の回収・リユース事業が増加

③ワイヤー／＼ーネスの軽饂農高電庄・自動生産化

cHI臼chiA"'omo<Se S四細s,Ud.2019All,lg伐99e紐喰'58

〇…日立オートモティブシ

ステムズが現在取り組む事業

は、先進車両制御システムを

形づくる環境・安全。情報分

野のシステム・製品群をオー

トモティブの事業区分に構成
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している。 2017年度の売上高は 1兆10億円で日

立グループの10％を占めている。

今後の事業は①高効率。低燃費で動力を伝え

るエンジンの実現②環境性能と走行性能の最大

化を目指す③車自身が「見て・考える」自動運

転を実現する④車両の自動化に向け、すべてを

統合するシステムを構築する⑤日立グループが

つながり人・車・社会をつなげていく⑥自動運

転への取り組みは、早期市場投入を目指し、電

子制御ユニットの量産プロトタイプに様々な自

業の構想づくり③これからの企業がなすべきこ

とーがある。 (6~7頁の図表参照）

その要点は「社会的変化から新たなニーズを

先読みし、新事業を検討する」「変革期をチャン

スに変える事業構想を考える」「潮流変化によっ

て既存事業がピークアウトする前に、既存事業

の優位性を再評価、新たな人材を育てて取り込

み、新付加価値を創出する事業を拡大する」な

ど、対応策はいろいろ考えられる。（当日配布

の講演要旨は組合事務局まで）

動運転アプリケーションを実

装する（走行実走済み）ーカ
、 、|5-5漏流に着目した事業構慧

あげられる。

電子制御化で部品

点数は3割も減少

〇…自動車産業に携わる企

業に求められる取り組み体制

は、次世代車両による①部品

点数の変化②新規部品と残存

部品一への対応がある。

部品点数は EVや自動運転

車両にによる電子制御化、電

動化で部品点数が 3割強も削
5-6．これから企業がなすべきこと

減する。エンジン車の場合は

約 3万点で、電気自動車の場

合は約 2万点となる。また企

業においては、新規部品と残

存部品に関連する製品競争力

が不可欠になる。

社会的変化先読み

新事業を検討する

〇…中小企業の取り組み課

題は①時代を見据えた新ニー

ズ先取り②潮流に着目した事

HITACHI 
Inspire the N吋

L 変叩狂和ンスに変える偲説墨一考声／ 1 
( CASEで何力咳わるのか…新たな事業環境における二→ズを先読みした事業構想例 ） 

クルマの合理化効率化

※平均して章は1日60分（5％未満）しか
使用されていない

出典：独立行政法人笠忠坪臼技溺惹総梃栖
化字祐遍6涅センダ・・「自動逹の運転時菊

［ ／潮流変似こよって既存即鎚がピークアウト和5翫… —一ー·l
既存事業における自社の優位性を再評価

新たなパートナー連携の検討 新たなスキル、人材の取り込み

t
-

置喜

X
HNe 

Acthe 
T
E
 

,p 
HnS 

ー

将来変化に迅速対応できる変革DNAを醸成 異分野シナジーによる新付加価値創出で事業拡大

cHitachi知 mmo函 S四細S,Ltd2019 Al9kghts9eserv幻 61
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口斤事業『成形現場のIoTIIT活用研修会』を実施

テーマ「製造現場の可視化」と「ムダ取りへの挑戦と動画の活用」一／口／

工業組合は新事業として 1月と 2月の 2日間、

岐阜産業会館で『IoT/IT研修会』を開催した。

IoTを活用した製造現場の可視化やムダ取りを

なくし、企業全体のコスト改善を目指す研修会

で、ソフトピアジャパンの支援を得た。

初回の研修会は「製造現場の可視化～BIツー

ルによるデータの可視化」がテーマ。内容は①

設備や手作業工程のデータ収集方法②製造現場

における様々なデータ収集・蓄積③設備ごとの

稼働状況や生産の進捗、予実実績といった生産

現場の可視化方法ーを学んだ後、パソコンにツ

ールを読み込み、データ収集方法を体験した。

生産現場の 7つのムダをなくせ

第 2回目の研修会は大西規生講師（中小企業

診断士）から「ムダ取りへの挑戦と動画の活用

～コスト改善とリードタイムの短縮」をテーマ

にコストダウンの進め方を学んだ。

eの初任者研修会を実施

基礎知識から成形機操作
課題は成形条件の／

工業組合は12月の 3日間、各務原市にある成

長産業人材育成センターと人材開発支援センタ

-III棟で『プラスチック射出成形・初任者研修

会』を実施した。組合員企業の新人教育と定着

対策を支援する事業で①プラスチックの基礎知

識から特性や加工方法②2人がペアで実機に取

り組む成形加工と成形不良対策ーを勉強した。

知識講習は産業技術センターの講師から、新

しくまとめたプラスチックの基礎、特性、加工

方法の資料と画像を見ながら学び、実技講習で

は成形操作を教わり、実際に成形加工した。

講師は「利益の維持拡大にはコストダウンが

最も大切」とし「生産現場の改善にはムダ啜ム

ラ e ムリを徹底的に排除して、付加価値を得ら

れない作業や動きをなくすこと」と話す。

ムダには①不良のムダ②リードタイムのムダ

③在庫ムダ④運搬ムダ⑤手持ちのムダ⑥動作ム

ダ⑦段取り替えのムダーがある。 IoT/ITの活用

に動画収集を加えたデータを収集して、可視化

を図り「七つのムダ取りに挑戦してはしい」と

強調していた。（講演資料は組合事務局まで）

参加者は「企業では学べない基礎知識が得ら

れた」「実技に気を取られていたが、基礎知識の

大切さを知った」「実技講習では金型の取り付け

から成形、さらに不良対策まで学べた」としな

がらも成形条件に課題を残し「成形加工手順の

時間を長くしで・・」と希望する参加者もいた。
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／世代ものづくり基盤技術産業展開く

県研究所が新構造体出品
各務原市企業は新加工技術紹介_]

名古屋国際見本市委員会は 2月6日から 2日

間、名古屋市・吹上ホールで『第8回次世代も

のづくり基盤技術産業展』を開催した。テーマ

は『次世代自動車・航空機などに活かすものづ

くり』で、東海3県を中心に 121団体・企業が

最新基盤技術を発信した。（写真右上）

出展技術分野はレーザー応用技術、 3Dプリ

ンタ応用、 CFRP • GFRP • CNFの製造・加工技

術に、研究所などの『フロンティアエレクトロ

ニクスショー』『ロボットシンポジウム』『IoT関

連セミナーと展示』の企画展示会も加わった。

岐阜県からは岐阜県工業技術研究所と各務原

プラこみの環境問題と規制

I再生素材利用率50％へ
町野静弁護士が講演

岐阜県工業会と岐阜県産業技術センターは 2

月20日、岐阜駅前のじゅうろくプラザで『環境

技術研究会講演会』を開いた。テーマは『海洋

に漂うマイクロプラスチック問題』で、国際環

境問題に詳しい町野静弁護士を招き『国内外の

規制動向と技術の動き』を聞いた。（写真右下）

町野弁護士は講演の中で「2004年に英国・海

洋生態学者の調査研究で始まったマイクロプラ

スチック問題は、直径5％以下の微細な粒子に

とどまらず、ごみ問題を飛び越え、ブスチック

製品全体へ輪を広げている」と指摘した。

国際間題になった主因は、生産量に対して海

洋投棄量の多さ。 1950年以降の全世界生産量は

83億トン、 うち63億トンがごみとして廃棄された。

リサイクルはわずか 9%、 2050年までに120億

トンが埋立•投棄され景観悪化、漁業への影響、

生物・生態系への影響は計り知れないという。

市の 4企業が合同出展した。工業研究所はCFRP

材（繊維強化フ゜ラスチック）の新構造体の紹介

で、研究開発した発泡体をコアにしたサンドイ

ッチ材成形品 2種類を展示した。

各務原市の企業は航空宇宙産業や輸送機器の

加工技術を紹介、中でもCFRP高圧加熱成形装置

や成形機のスクリュー・シリンダー専門加工メ

ーカーは成形機の改良を提案していた。

国際的なプラごみ規制は国連やG7を中心に

進み、すでに「2030年までに再生素材利用率を

50％に、容器の再利用リサイクル率55％に…」

とする数値目標が出ている。日本もこれに準じ

た「プラスチック循環資源戦略」が近く決まる。

講師は「生態系や人体への影響は解明されて

いないが、プラスチック素材の代替えを求める

ことは世界の流れ。ただし医療機器など生命・

身体に関わる素材は代替えができず、素材とし

て重要性は残る。ごみ削減へのリサイクル体制

は進むので、代替え素材やリサイクル分野の新

技術開発、海外への展開など、ビジネスチャン

スと捉えたい」と話した。（次号へ続く）
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［後期技能検定と新年度の案内

課題の円形ボトル成形

:；;;［口□13f〗[：；2：ロ
より 2級受検が多かった。実技検定は 1月28日

から 5日間行い、 2月5日に採点した。

1級各50個、 2級各20個を製作

検定は口径50勺の小型ブロー成形機を用い

1 ・ 2級 9人が午前、午後に別れて成形作業を

実施した。検定内容は 1級が『 3時間30分以内

に2樹脂を用いて円筒形のボトルを各50個製

作』する。 2級は『2時間30分以内に 2樹脂を

用い円筒形のボトルを各20個製作』した。

受検者は金型取り付け→エア・ヒーターの調

整→タイマー調整→圧力調整など、成形作業に

必要な作業を行った。課題の円形ボトルは『重

ブロー検定の金型取付作業と課題の成形品

さ301八＋ 3空ー 2.9 rラの精度』とあって苦

心の微調整を繰り返していた。

なお学科試験は 2月10日（日）合格発表は 3

月15日（金）に予定される。

金型製作は 1級 1人、 2級 6人

『プラチック成形用・金型製作作業』の実技

検定は 1月26日と 2月2日、各務原市のムトー

精工株）金型工場で行われ、受検者は 1級 1人、

2級6人がフライス盤に取り組んだ。

学科試験は 2月3日（日）合格発表は 3月15

日（金）に予定される。

射出成形の受検申請を受付開始

工業組合は新年度の前期技能検定『プラスチ

ック成形・射出成形作業』の受検申請を 4月5

日（金）まで受け付ける。組合では検定スケジュ

ールに合わせ『知識説明会と操作説明会』を開

催し、希望者には『技能確認講習会』を行う。
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5月20日（月）会場はグランヴェール岐山

第51回の通常総会を開催
4議案と役員の改選・講演は山本岐大教授を招く

工業組合は 5月20日（月）岐阜市内のダラン

ヴェール岐山で『第51回通常総会』を開催する。

新年度は創立50周年最初の事業年度、しかも新

元号最初の年で、多くの出席が期待される。

総会に先立ち理事会を開き、提出議案を事前

審議し、総会は午後4時に開会し①平成30年度

事業報告と収支予算②新年度事業計画と収支予

算③新年度賦課金及び納入方法④新年度取引金

融機関及び借入金最高限度額ーの 4議案を審議

した後、任期満了に伴う役員改選を行う。総会

二；：ご二言□
ものづくり技術の拠点目指す

岐阜県は工業関係 3研究機関を統合する新エ

業技術研究所庁舎を建設していたが、年度内に

工事を終わり順次施設移転を行い、 6月にオー

プンする。完成する新庁舎は、関市小瀬の工業

技術研究所用地を活用し、南北スパン80信を超

える 4階建ての技術開発棟と、 2階建て試作開

発棟 (2階は大会議室）の 2棟からなる。

統合するのは工業技術センター、情報技術研

近く完成する工業技術研究所の技術開発棟

- 11 

後ば恒例の講演会と来賓 山本英彦講師

．賛助会員を交えて懇親会を開催する。

講師は生産ライン制御の専門家

新年度初事業となる講演会講師は、岐阜大学

工学部機械工学科知能機械コースの山本英彦教

授（エ学博士）を招く。山本教授は知的生産ライ

ンの設計・制御の専門家で、成形加工工程の再

編成に役立ててもらえそう。演題は「人工知能・

ロボット・自動車の今と未来」を予定。

究所、工業技術研究所の 3研究機関で、ものづ

くり技術の総合的な研究開発・技術支援を行う

新たな拠点になる。

技術開発棟は①各分野の研究員による企業ニ

ーズのワンストップ対応②先端材料用の加工機

械等の設備③業界ごとのJIS規格に対応した恒

温•恒湿室④分析。試験機器を新設・拡充⑤大

学研究者が常駐する開放研究室⑥繊維。紙製品

の試作用機器の設置ーを新設し役割を果たして

いく。また試作開発棟の 1階に試作用の各種加

工機械を設置、 2階は技術開発棟を結ぶ大会議

室で、技術会議や研修会に役立てていく。

岐阜県のプラスチック

2019年第235号
平成31年3月 1日発行

発行岐阜市六条南 2丁日11番地 1号

（岐阜産業会館4階）

電話 (058) 2 7 2 - 7 1 7 3 

FAX (058) 2 7 6 - 1 5 2 5 

岐阜県プラスチック工業組合

発行責任者岩津文子



1 中9J¥企業庁の情報発信、‘ ---／口
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I中小企業庁 阻璽置璽〗ヽ

中小企業施策に関する最新情報をはじめ、金融・税制などの情幸艮や助成金の公募
状況、関連イベントの関催情報などを提供しています。
パンフレットやチラシなどのネット申込みやダウンロードも可能です。

携帯電話で中小企業施策情報にアクセス！
新着情報はもちろん、外出先でも役に立つ情報
が手軽に入手できます。モバイル中小企業メー
ルマガジン（水曜日配信）もぜひご登録ください。

各種冊子については、中小企業庁のサイトにて直接お申し込み
ください。その際、中小企業支援機関以外の方については送料
をご負担いただいております。発送スケジュールがありますので
サイトをご確認ください。個別発送は行っておリません。

〒100-8912 東京都千代田区霞ヶ関1-3-1 中小企業庁 広報室 03-3501-1709 

、P日本ポリプ□株式会社
〒108-0014 東京都港区芝4丁目14番 1号 TEL03-6414-4500 
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［開設時間】
毎週月 く）

L: -

吟蟷破燃燃叙

お店の名前、

商品名、デザイン

なと＼権利侵害して

ないか調べたい！

15分

一般社団法人岐阜県発明協会／公益財団法人岐阜県産業経済振興センター
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一ーズに応える、次世代容器

J
 ハイバーピュアポトルは半導体用高純麿薬品容器と

新たな成形技術により生まれた高品質鬱高精度な多機能容器です。

ア機能を有した高耐久織ハイクリーンな次世代ポトルです。
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